
府
信
用
金
庫
協
会
新
年
互
礼
会

「
明
る
く
輝
く
1
年
に
」と
あ
い
さ
つ

　

大
阪
市
中
央
区
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル

大
阪
で
1
月
５
日
、
大
阪
府
信
用
金

庫
協
会
の
新
年
互
礼
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

同
協
会
で
副
会
長
を
務
め
る
当
金

庫
髙
橋
理
事
長
を
は
じ
め
、
関
係
諸

団
体
や
業
界
関
係
者
な
ど
が
参
加
し
、

賀
詞
を
交
換
。
宴
も
た
け
な
わ
の
頃
、

髙
橋
理
事
長
が「
２
０
２
４
年
の
経

済
は
、
不
透
明
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。

取
引
先
に
は
、
人
手
不
足
や
賃
上
げ

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
一
方
で
、
25

年
に
は
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
な

ど
明
る
い
話
題
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を

整
合
し
て
、
明
る
く
輝
く
1
年
に
し

た
い
」と
中
締
め
の
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
盛
況
裡
に
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。

八
尾
西
支
店
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

1
月
22
日
、
八
尾
西
支
店（
柴
田

昌
紀
支
店
長
）
が
、
八
尾
市
跡
部
本

町
１-

３-

16
に
移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

外
観
は
ベ
ー
ジ
ュ
を
基
調
に
し
て

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
演
出
。
昇
降

式
カ
ウ
ン
タ
ー
や
税
公
金
収
納
可
能

な
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
設
置
し
、

お
客
さ
ま
の
利
便
性
を
高
め
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は

ら
が
、
組
織
と
個
人
の
多
様
性
を
テ

ー
マ
に
、
信
用
金
庫
の
社
会
的
使
命

や
地
域
団
体
と
の
連
携
、
企
業
へ
の

課
題
解
決
支
援
事
例
を
題
材
に
、
学

生
と
討
論
し
ま
し
た
。

職
員
６
名
が

「
顧
客
対
応
模
範
演
技
」を
披
露

　

昨
年
12
月
、
お
取
引
先
支
援
に
向

け
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
の
向

上
を
目
的
に「
顧
客
対
応
模
範
演
技
」

を
行
い
、
職
員
6
名
が
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
形
式
で
模
範
演
技
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
投
資
信
託
部
門
や
課
題

解
決
型
金
融
部
門
、
年
金
部
門
な
ど

６
つ
の
部
門
に
分
け
、
各
部
門
の
業

務
で
優
れ
た
顧
客
対
応
力
を
も
つ
職

員
が
、
約
２
３
０
名
の
職
員
が
見
学

す
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
ん
だ

案
件
や
事
例
を
基
に
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
形
式
で
わ
か
り
や
す
く
模
範
演

技
を
披
露
し
ま
し
た
。
同
演
技
は
そ

の
後
、
当
金
庫
内
で
も
動
画
が
公
開

さ
れ
、
職
員
は
そ
の
応
酬
話
法
を
学

び
ま
し
た
。

枚
岡
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
に
協
賛　

職
員
も
レ
ー
ス
に
参
加

　

当
金
庫
が
協
賛
す
る「
第
70
回
東

大
阪
市
枚
岡
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競

走
大
会
」が
1
月
14
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
金
庫
職
員
も
参
加
し
、

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

日
本
有
数
の
急
こ
う
配
が
あ
る
国

道
３
０
８
号
線
を
含
む
特
徴
的
な
コ

ー
ス
を
４
０
０
名
を
超
え
る
ラ
ン
ナ

ー
が
力
走
。
第
1
レ
ー
ス
で
は
枚
岡

支
店
の
山
田
岳
人
支
店
長
が
ス
タ
ー

タ
ー
を
務
め
、
大
会
運
営
に
協
力
し

ま
し
た
。

 　
　　ナンバーリンクせんだぎ

クイズ

模範演技を披露する職員

スタートの様子

❶❶白マスに線を引いて、
同じ数字どうしをつなげ

ましょう。

❷❷線は、マスの中央を通るよう
にタテヨコに引きます。線を交
差させたり、枝分かれさせたりし
てはいけません。

❸❸数字の入っているマスを通過
するように線を引いてはいけま
せん。

❹❹１マスに２本以上の線を引いて
はいけません。

パズル制作／ニコリ
初出『こどもニコリ』ニコリ刊

（解答は 14ページに掲載しています）

Q.Q.

同
店
お
取
引
先
、
髙
橋
理
事
長
、
柴

田
支
店
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
方
々
で
す
。（
順
不
同
）

●
酒
本
商
事（
株
）

　
　
　
代
表
取
締
役�

酒
本�

昌
寿�

様

●（
株
）牛
田
電
装

　
　
　
代
表
取
締
役�

塩
見�

伸
一�

様

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス「
Ｓソ

ア

ｏ
ａ
ｒ
」

オ
ー
プ
ン
記
念
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

昨
年
12
月
6
日
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

スペ
ー
ス・
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス「
Ｓソ

ア

ｏ
ａ
ｒ
」

の
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
、
中
小
企
業

向
け
セ
ミ
ナ
ー
「
経
営
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
２
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
学
研
究
機
関
や
上
場
企

業
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、
さ
ま
ざ

ま
な「
現
場
の
Ｄ
Ｘ
」
の
課
題
と
そ

れ
ら
を
解
決
す
る
可
能
性
を
も
っ
た

先
端
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。
定
員
を
大
き
く
上
回
る
32
名
の

参
加
者
か
ら
は「
こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
」、「
新
し

い
知
識
を
得
た
の
で
自
社
の
業
務
に

生
か
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、

講
演
終
了
後
の
交
流
会
で
も
意
見
交

換
が
活
発
に
行
わ
れ
る
な
ど
有
意
義

な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

関
西
学
院
大
学
に
講
師
派
遣

学
生
と
白
熱
討
論

　

当
金
庫
は
昨
年
12
月
8
日
、
関
西

学
院
大
学
が
開
講
す
る「
ハ
ン
ズ
オ

ン
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
」プ
ロ
グ
ラ
ム

に
講
師
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
幅
広
い
分
野
か

ら
専
門
家
を
招
き
、
対
話
を
通
じ
て

学
生
が
身
に
つ
け
る
べ
き
学
び
や
考

え
る
力
を
養
う
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
当
日
は
、
畑
中
一
起
専
務
理
事

セミナーの様子

左から須戸・大阪府信用金庫協会副会長、髙橋・同
協会副会長、吉野・同協会顧問、髙井・同協会会長、
中島・日本銀行理事大阪支店長、関口・財務省近畿
財務局長

畑中専務から学生へ問題提起

テープカットする関係者一同
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「
え
べ
っ
さ
ん
」に
協
賛

提
灯
奉
納
、福
笹
に
飾
り
付
け

　

商
売
繁
盛
を
祈
願
す
る「
え
べ
っ

さ
ん
」。
当
金
庫
は
今
年
も
、
八
尾
戎

神
社「
八
日
え
び
す
」、
大
阪
天
満
宮

「
天
満
天
神
え
び
す
祭
」、
布
施
戎
神

社「
十
日
戎
」
に
そ
れ
ぞ
れ
協
賛
し

ま
し
た
。
八
尾
戎
神
社
と
大
阪
天
満

宮
に
は
提
灯
を
奉
納
、
布
施
戎
神
社

で
は
福
笹
に
当
金
庫
の
名
前
を
入
れ

た
縁
起
物
を
飾
り
つ
け
、
商
売
繁
盛

を
祈
願
し
ま
し
た
。

川
柳
塔
社
副
理
事
長 

編
集
長 

木
本
朱
夏
選

せ
ん
だ
ぎ

川
柳

ま
ぶ
し
さ
を
も
ら
お
う
十
代
の
隣

小
野
雅
美

ま
ぶ
し
か
っ
た
君
も
過
去
形
セ
ピ
ア
色

穐
山
常
男

ベ
ラ
ン
ダ
に
乾
く
ま
ぶ
し
い
白
い
シ
ャ
ツ

田
口
美
奈
子

初
恋
の
眩
し
い
君
が
今
伴
侶

松
田
美
紗
子

ユニ
フ
ォ
ー
ム
ま
ぶ
し
く
似
合
う
ロ
ス
の
風

北
村
明
美

大
谷
の
ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の
人
間
力

水
口
千
枝
子

ハ
ン
ド
ル
が
恐
い
夕
陽
が
目
に
入
る

鈴
木
栄
子

主
を
偲
ぶ
真
っ
赤
な
椿
輝
き
て

篗
田
恵
子

帽
子
脱
げ
ば
ま
ぶ
し
い
頭
恋
さ
め
る

小
山
惠
美
子

サ
ン
セ
ッ
ト
ま
ぶ
し
さ
残
る
水
平
線

松
尾
拓
弥

4
月
号
の
題
は「
遊
園
地
」で
す
。

3
月
15
日
締
め
切
り
。
１
人
３
句
以
内
、

ハ
ガ
キ
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

●
投
句
先

〒
５
４
１-

０
０
４
１

大
阪
市
中
央
区
北
浜
２–

５–

４

大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金
庫　

せ
ん
だ
ぎ
川
柳
係

※
俳
句
の
募
集
は
現
在
、行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
ぶ
し
い

「
こ
ま
が
わ
こ
ど
も
マ
ル
シ
ェ
」に
協
力

模
擬
金
融
機
関
を
出
店

　

昨
年
12
月
、
駒
川
商
店
街
で「
第

1
回
こ
ま
が
わ
こ
ど
も
マ
ル
シ
ェ
」

が
開
催
さ
れ
、
当
金
庫
も
特
産
品
の

仕
入
れ
や
模
擬
金
融
機
関
を
出
店
す

る
な
ど
協
力
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
地
元
小
学
校
3
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
中
心
と
な
っ
て
募
集
し
た
小
学

生
30
人
が
4
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、

当
金
庫
が
協
力
を
要
請
し
て
仕
入
れ

た
４
県（
群
馬
県
、福
井
県
、高
知
県
、

岡
山
県
）の
特
産
品
の
中
か
ら
自
分

た
ち
で
選
ん
だ
品
を
販
売
し
、
売
り

上
げ
や
販
売
の
早
さ
を
競
い
ま
し
た
。

当
金
庫
も
模
擬
金
融
機
関
を
出
店
し
、

売
上
金
の
入
金
や
両
替
な
ど
を
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

売上金の入金に対応する当金庫職員

天満天神えびす祭に奉納した提灯

「
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
」

義
援
金
募
金
実
施

　
「
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
」
被

災
地
域
の
1
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
願
い
、
６
月
28
日
ま
で
全
営
業
店

で
募
金
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

店
頭
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
る
ほ

か
、
窓
口
で
日
本
赤
十
字
社
に
寄
託

さ
れ
る
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援

を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 窓口と募金箱でそれぞれ受け付けしています

●
店
舗
紹
介

今月の気になるスイーツ
Vol.123

［　　　　　　　］

大
阪
メ
ト
ロ

御
堂
筋
線

大
阪
メ
ト
ロ

御
堂
筋
線

大
阪
メ
ト
ロ

堺
筋
線

大
阪
メ
ト
ロ

堺
筋
線

大阪メトロ千日前線大阪メトロ千日前線

大阪メトロ
長堀鶴見緑地線
大阪メトロ
長堀鶴見緑地線

近鉄難波線

NN

大阪シティ
信用金庫
日本橋支店

大阪シティ
信用金庫
日本橋支店

御菓子司
庵 月

黒門市場

道頓堀

近鉄
日本橋
近鉄
日本橋

心斎橋心斎橋 長堀橋長堀橋

大阪
難波
大阪
難波

なんばなんば

あ　ん　　げ　つ

日本橋支店お取引先

取締役社長

相田 耕二 様

大阪市中央区東心斎橋2-8-29
TEL  06-6211-0221
営業時間／平日10:00 ～ 20:00
祝日／ 10:00 ～ 18:00
定休日／日曜
大阪メトロ御堂筋線・長
堀鶴見緑地線心斎橋駅
⑥出口より徒歩約6分

御菓子司 庵
あ ん

月
げ つ

有限会社
庵
あ ん

月
げ つ

堂
ど う

　

創
業
は
、
１
８
６
８
年
。

伊
藤
博
文
公
ゆ
か
り
の
料

亭
、
神
戸
相
生
町
常
磐

花
壇
の
一
党
と
し
て
、「
常

磐
堂
」の
屋
号
で
高
級
和

菓
子
の
製
造
を
担
っ
た
の

が
始
ま
り
で
す
。
戦
後
、
大
阪
に
進
出

し
「
庵
月
」
と
い
う
店
名
に
な
っ
て
か
ら

も
、
全
国
美
味
店
大
会
で
優
勝
す
る
な

ど
、
数
々
の
栄
え
あ
る
賞
を
受
賞
し
て

き
ま
し
た
。

　

和
菓
子
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
餡
ひ

と
つ
を
と
っ
て
も
、
徹
底
し
て
自
家
製

の
も
の
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
小
豆
は
、

長
年
の
お
付
き
合
い
で
全
幅
の
信
頼
を

置
く
北
海
道
の
生
産
者
か
ら
取
り
寄
せ
、

お
店
で
餡
に
仕
立
て
て
い

る
の
で
す
が
、
こ
し
餡
と

粒
餡
と
で
も
産
地
を
変
え

て
い
る
と
い
う
入
念
ぶ
り

で
す
。
さ
ら
に
、
蕎そ

麦ば

薯じ
ょ
う

蕷よ
う

饅ま
ん

頭じ
ゅ
うな
ど
に
使
用
す
る

そ
ば
粉
や
芋
粉
な
ど
も
粉

で
仕
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
厳
選

し
た
素
材
を
仕
入
れ
て
別
挽
き
す

る
と
い
う
こ
だ
わ
り
よ
う
で
す
。

　

良
質
の
素
材
と
、
先
代
か
ら
丁

寧
に
守
り
継
い
で
き
て
い
る
和
菓

子
職
人
の
高
い
技
術
が
織
り
な
す

最
高
傑
作
は
、ご
贈
答
に
も
最
適
。

チ
ョ
コ
を
使
用
し
た
バ
レ
ン
タ
イ
ン

向
け
商
品
も
発
売
さ
れ
る
と
の
こ

と
な
の
で
、そ
ち
ら
も
お
楽
し
み
に
。

自家製造で甘露煮にした大粒の花いんげん
豆と極上の栗を羊羹に封じ込め、丁寧に蒸
し上げた、春夏限定(2 ～ 9 月）の蒸し羊羹
です。一口頬張ると、ほんのり甘く、上品で
豊かな風味が広がります。

北海道産大納言と特注の白
しろ

双
ざら

糖
とう

（通称：ザラ
メ糖）で作った粒餡を、大和産の薯蕷芋（自

じ

然
ねん

薯
じょ

）と山形県尾花沢産のそば粉を用いた皮で包
み、蒸し上げています。上質のそば粉を使用し
ているので一般的な上用饅頭よりもふんわりも
っちりとした食感です。

蕎麦薯蕷饅頭同様、甘味はザラメ糖のみの自家
製粒餡を、もちっとやわらかい求

ぎゅう

肥
ひ

で包んでから
最中生地ではさんだ看板商品です。甘さ控えめ
で、ついつい手がのびてしまう美味しさです。

花まめ羊
よう

羹
かん

半棹（ハーフサイズ） 2,160円

蕎
そ

麦
ば

薯
じょう

蕷
よう

饅
まん

頭
じゅう

　1個 345円

庵月最中　1個 248円

インスタグラムはこちら▶

御菓子司 庵
あ ん

月
げ つ
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Vol.123
クーポン

24年2月29日まで
15　2024.2　せんだぎ

せんだぎをご提示いただき2,000円以上お買い上げの方に
料金から10％ 割引させていただきます


